
画期的な蒸気タービンの調速方法

今日の電力一別肯は,昼と夜では電力消費量に大きな差

を生じ,夜間は昼｢壬jjよりずっと少ない発電量ですむ｡こ

のため比車如勺大容量のタービンでも,夜間Jは運転停止あ

るいは低負荷運転が要求される｡これに伴って蒸気ター

ビンは,朝夕の負荷変動時には,急速な山力変化,ある

いは急速起動,急速停止の運転ができることが必要にな

っている｡

従来､蒸ぅもタービンの出力調整はノズル締切り錮速と

絞り調速の2方式が行なわれてきたが,いずれも･一一長一

如があl),りJ扱え拙作も授雉なため,もっと単純で性能

のよいタービンの.澗遠方ブ去が求められてし､た｡

本発明のコンバインドガバニング方式はこの要請にこ
＼

たえたもので,従来からのタービンの調速方法,ノズル

締切り調速と絞り調速の長所を組み合わせ,運転方式を

簡単にしたものであり,性能,運転性の向上に画期的な

新しい調速方式として注目されている｡

ノズル締切り調速は,加i成弁を締切ることによってノ

ズル数を加i成し,部分噴射により蒸気流量を加減してタ

Ⅶビン出力を調軽するもので,効率は高いが,第1段後

のさ温度変化が大きいという欠点がある｡

これに対し,絞り調速は主蒸気止め弁の開きを加i成し

て蒸気を絞り,蒸気量を加i成してタービン出力を調整す

るもので,温度変化は少ないが,逆に効率が低下する不

(1)加減弁の聞き方

利がある｡

コンバインドガバニング‾ガン(は,加i成弁にカムを使用

することにより,この∴つの調速方式の利点を満たした

ものである｡これは4個(または複数個)のノJ肘戒弁の開

度の変化によって,タ【ビンの起動,低負荷時には絞り

朋速を,高負荷暗にはノズル締切Jり調速を行なうように

したものである｡これによって,高負荷時には効率の高

いタMビンの調速が行なえると同時に,低負荷時にはタ

ービン各部のメタルi温度上昇率を改善し,メタル局部加

熱を除去するなぎ,著しし､性能の向上がある｡)また,加

i成弁のカムによるため操作が簡易化し,運転員に与える

安心感もはかり知れない｡

なおグラフ(1)はノズル締切り調速･絞-)調速と新しい

コンバインドゲバニング方式の温度変化,負荷の比較,

(2)は新方式による4個の加減弁の聞き方と負荷を示す｡
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